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「令和 8 年度官公庁剣道連盟総会議事録」 

 

1. 日 時  令和８年４月１９日（日）13：15～14：３０ 

2. 会 場  板橋区小豆沢体育館第二武道場 

 

全日本官公庁剣道連盟規約第２２条に基づき、令和８年度の総会を行なった。 

第２３条により本総会は、理事２３名の内１３名の過半数参加者で、総会は成立の説明がありま

した。また、議案に書面で賛成の委任状（１０名）が有りました。 

評議員は、１６名の内５名の参加者、議案に書面で賛成の委任状１０名計１５名、無回答１名が

ありました。議決は、理事、評議員の参加者、議案に書面での賛否を加味し行なう。 

○理事は、組織の方向性や重要方針を決める予算や決算などお金の流れを承認するトップ（代表理事

など）を任命し、評価・監督する。評議員は、理事の業務が適切に行なわれているか監督する。健全

な運営を確保するためのガバナンスの要となります。 

次に、議長の職務は規約とおり会長が行ないました。 

○第１号議案のうち 「令和７年度事業報告」 について （ 説明者 谷口理事長） 

１．総会 

 ・令和 7 年度の事業報告について、令和 7 年度の総会の第 1 号議案から第 4 号議案までの概 

略説明がなされた。第 4 号議案「世界大会応援クラブ会員」については、1 口 3 万円令和 7 

年 11 月に加盟したとの報告がなされた。 

２．大会について、 

1）第 57 回全日本官公庁剣道大会は、令和 7 年 10 月 25 日（土）、東京武道館にて、団体戦

（５人制）１１４チーム（６年度比△9 チ－ム）、個人戦 男子１１５名、女子 ８２名（６ 

  年度比＋３名）で開催されたことを報告。公開演武は、直心影流「法定之型」刃引きに

よる演武がなされた旨の報告がされた。別途添付を参照。 

 ２）第６１回東京官公庁剣道大会は、日時令和７年６月２１日（土)、場所東京武道館にて、

団体戦（５人制）、４７チーム（６年度比△５チーム）、個人戦男子三段以下の部 48 名、

四段以上の部 84 名、女子の部 28 名（計 160 名）（6 年度比△８名）で開催されたことを

報告。戦績は、別途添付を参照。 

３. 全日本剣道連盟関連 

①剣道中央講習会   参加者：谷口理事長、村上理事（教士七段） 

令和７年４月５日（土）、６日（日）、日本武道館研修センター（勝浦）で開催されたこ

とを報告。４月に官公庁剣道連盟 HP に講習会の趣旨など報告書を掲載し、また、会員に

メールにて報告書を配信した。東京においては、官公庁の稽古会に併せて講習会の内容

を報告書に基づき説明会を行なった旨の報告がなされた。 

③全国組織剣道団体との連絡会議（ZOOM で参加）は、令和８年３月１１日（水）、理事

長・事務局長が参加し全日本剣道連盟からの令和８年度の事業計画、事業日程の説明が

なされ、また全国組織団体の事業計画の報告があり、他の組織の活動内容を理解した。 

４.官公庁剣道定例稽古会 年１２回(毎月１回）と遠征稽古を実施した。 
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○日本剣道形、木刀・竹刀による基本技稽古法の後、指導・自由稽古を実施した。 

      ・指導体制 ：指導員、中央講習会受講者他 以上 

 

〇 第１号議案のうち 「令和８年度事業計画」は以下のとおり提案（ 説明者 谷口理事長） 

１．総会 

 ・本日、第 1 号議案から第 3 号議案により、本日開催していることを説明。 

２．大会について 

 １）第５８回全日本官公庁剣道大会（予定） 

日時 令和８年１０月３１日（土） 場所: 東京武道館 

２）第６２回東京官公庁剣道大会（予定）    

日時 令和８年６月２１日（日) 場所 東京武道館    

３．日本剣道連盟関連  

①剣道中央講習会（２名参加）参加者 谷口理事長、中原指導員 

令和８年４月４日（土）、５日（日）、日本武道館研修センター（勝浦） 

②中央講習会報告（伝達）４月に報告書を官公庁剣道連盟 HP に掲載及び別途メ－ルにて

報告書を配信済み。また、東京においては、４月に講習会概要報告し、以降、官公庁の

稽古会にて 講習会を開催予定。 

③全国組織剣道団体との連絡会議 （令和９年３月予定、理事長、事務局長）  

４．官公庁剣道定例稽古会  (東京）月 1 回開催予定。令和８年度 

４月 19 日(日) 板橋区小豆沢体育館 第二武道場 前半総会、後半合同稽古 

5 月 31 日(日) 板橋区小豆沢体育館 第二武道場（中央講習会報告第 1 回） 

6 月 13 日(土) 防衛省市ヶ谷厚生棟体育館（中央講習会報告第 2 回） 

 

７月以降の利用会場は、小豆沢体育館は、抽選による。今後、防衛省市ヶ谷厚生棟体育館、

練馬駐屯地体育館、東京拘置所体育館各団体と調整。台東区リバーサイド体育館（抽選後の

空き） 

・指導体制 ：指導員、中央講習会受講者他    

日本剣道形、木刀による剣道基本技稽古法、竹刀稽古法を取入れる。 

※ 第 1 号議案については、特に意見もなく、満場一致で承認。 

 

〇 第２号議案 「令和７年度会計報告・令和８年度予算（案）」 （ 説明者 池之野事務局長） 

 １）令和 7 年度会計報告について 

  ・東京官公庁剣道大会について、収入は、参加費 917,000 円に対し、支出は施設使用料、審 

判等謝礼、賞品その他、印刷費、保険料等合計 1,256,026 円となった結果、一般会計から 

339,026 円を補填したことを報告。 

 ・全日本官公庁大会については、収入は、参加費 1,746,500 円に対し、支出は東京大会と同 

様、施設使用料、審判等謝礼、賞品その他、印刷費、保険料等合計 2,216,970 円となった 

結果、一般会計から 470,479 円を補填したことを報告。 

 ・一般会計については、会費収入,1,485,000 円、全剣連からの補助 300,000 円、雑収入の合 
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計額は 1,812,901 円となり、支出は、東京、全国大会への補填、世界大会応援クラブの会 

費等支出した結果、1,449,683 円となり、収支差は 363,218 円となったことを報告。 

 ・結果、普通預金の期末残高が昨年度から 355,633 円の増となり、2,186,690 円となったこ 

とを報告。 

２）令和 8 年度予算（案） 

 ・東京大会、全日本大会、一般会計ともに、令和７年度決算をもとに予算を計上しているこ 

とを提案。 

 ・結果、令和８年度末（令和９年 3 月）の普通預金残高は約 40 万円程度増え、2,594,000 

  円が見込まれることを提案。 

※ 第２号議案については、特に意見もなく満場一致で承認。 

◯第 2 号議案に関連して、現在大会の参加賞（手ぬぐい）を配布できていないことについて 

（ 説明者 池之野事務局長） 

 ・昨年度の総会で、見積もりを徴収するよう指摘があったことについて、2 社から見積を依頼

したことを報告しました。 

 ・結果、いずれの社も１つ約５００円である旨を報告。（1,000 枚で 50 万円） 

 ・全員に配布となると、大会の参加費をあげることも検討が必要だが、数年前に年会費ともに 

値上げしたこともあり、現段階では困難と思われる。 

 ・案として、他の大会ではプログラムも販売されているケースもあり、希望者に有償で販売す

ることも検討していることを報告する。（９年度以降） 

 → 手ぬぐいを販売している前例はないのではないかとの意見がだされた。 

 ・大会会場で販売ブースを設けるのではなく、大会の申込の際、手ぬぐいの希望を伺い、大会 

の参加費ともに振り込んでいただき、大会当日には、プログラムと一緒に渡すこと等想定し 

ている旨を回答。 

※ 今年度は、東京、全日本ともに大会参加者に大会の反省も踏まえアンケートを実施し、その

結果を踏まえ来年度の総会に諮ることとした。 

なお、谷口理事長から過去の実績等を踏まえ、再来年度に迎える６０回記念大会には参加

者全員に配布できるよう予算の確保も含め検討する旨を説明。 
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・平成２０年度（2008）全日本大会４０回、記念品スポーツタオル 1000 枚 787,500 円  

・平成３０年度（2018）全日本大会５０回、記念品-1,456,126 、 優勝旗新調、記念誌、記念

品（手拭）  

・令和１０年度（2028）全日本大会６０回、記念品手拭（選手のみ）を予定したい。 

 

〇第３号議案  一部役員変更（会長辞任に伴う代行について） （ 説明者 谷口理事長）  

 ・会長から、任期を 1 年残して辞任したい旨の提案がなされた。 

 ・副会長の小俣先生についても、辞任したい旨の提案がなされた。 

※林会長、小俣副会長の辞任は、個人の意思を尊重して、今後相談役になっていただくことを

満場一致で承認された。 

 ・新会長について、前例に倣い任期途中の辞任であることから、会長代行として提案された。 

 ・対外的なことも考慮すると代行でなくてもいいのではないか、総会で承認されれば会長でい

いのではないかとの意見が出されたことを踏まえ、採決し会長とすることに決定した。 

※任期は前任者の任期を引き継ぐとし、令和８年４月 19 日～令和 9 年度の総会日までとする

ことを確認しました。 

※変更の内容は、以下の朱書きのとおり。 

 以上報告します。 

令和７・８年度 令和７年４月２７日改選 任期令和７・８年度 令和８年度 任期令和８年度 2026/4/19改選

氏 名 所 属 ・ 担 当 氏 名 所 属 ・ 担 当 出欠 委任

1 会 長 林 直 人
自 衛 隊 OB
前全国自 衛隊 会長 会 長 安 部 壽 和 自 衛 隊 OB

1

2 副 会 長 小 俣 明 二 厚 生 労 働 省 OB 副 会 長 宮 﨑 良 治 日 本 郵 政 OB 1

3 副 会 長 宮 﨑 良 治 日 本 郵 政 OB 理 事 長 谷 口 茂 樹
東 京 都 庁 OB
事 務 全 般 1

4 副 会 長 安 部 壽 和 自 衛 隊 OB 副 理 事 長 吉 田 誠
東京消防庁、救護
関係 1

5 理 事 長 谷 口 茂 樹
東 京 都 庁 OB
事 務 全 般

〃
事 務 局 長 池 之 野 真

農 林 水 産 省
事務局（会計担当） 1

6 副 理 事 長 吉 田 誠
東京消防庁、救護関
係

理 事
事務局次長 澤 野 一 雄

自衛隊OB
大会・稽古会担当

委任状

7
〃

事 務 局 長 池 之 野 真
農 林 水 産 省
事務局（会計担当）

理 事
指 導 員 原 嶋 茂 樹 日 本 郵 政 OB

8
理 事

事務局次長 澤 野 一 雄
自衛隊OB
大会・稽古会担当 々 大 塚 尚 弘 法 務 省 OB

9
理 事

指 導 員 原 嶋 茂 樹 日 本 郵 政 OB 々 横 内 良 道 自 衛 隊 OB

10 々 大 塚 尚 弘 法 務 省 OB 々 永 松 教 孝 都市再生機構OB

11 々 横 内 良 道 自 衛 隊 OB 々 中 原 泉 自 衛 隊

12 々 永 松 教 孝 都市再生機構OB 理 事 本 田 喜 久 雄 自 衛 隊

13 々 中 原 泉 自 衛 隊 々 高 野 朋 紘 都 庁

14 理 事 本 田 喜 久 雄 自 衛 隊 々 村 上 透 東 京 消 防 庁

15 々 高 野 朋 紘 都 庁 々 高 梨 智 若 東 京 特 別 区

16 々 村 上 透 東 京 消 防 庁 々 内 田 悠 介 日 本 郵 政

17 々 高 梨 智 若 東 京 特 別 区 々 江 崎 秀 徳 国 税 局

18 々 内 田 悠 介 日 本 郵 政 々 金 子 裕 行 東 京 都 市 町 村

19 々 江 崎 秀 徳 国 税 局 々 佐 藤 彰 東 京 拘 置 所

20 々 金 子 裕 行 東 京 都 市 町 村 々 井 上 誠 一 厚生労働省 OB

21 々 佐 藤 彰 東 京 拘 置 所 々 大 里 史 織
法 務 省
（女子普及担当）

22 々 井 上 誠 一 厚 生 労 働 省 OB 監 事 浦 瀬 真 和 日 本 郵 政 OB

23 々 大 里 史 織
法 務 省
（女子普及担当） 々 黒 須 伸 治 東 京 特 別 区

監 事 浦 瀬 真 和 日 本 郵 政 OB
○

々 黒 須 伸 治 東 京 特 別 区
○

相 談 役
5 0

々 佐 藤 春 雄
東 京 都 庁 OB
事 務 全 般

東京都庁
Ｏ Ｂ

々 佐 藤 春 雄 東 京 都 庁 Ｏ Ｂ 林 直 人
自 衛 隊 OB
前 全 日 本 官 公庁 会長

顧 問 杉 田 明 傑 自 衛 隊 Ｏ Ｂ 小 俣 明 二 厚生労働省OB

々 猿 渡 知 之 総 務 省 OB 顧 問 杉 田 明 傑
自衛隊Ｏ

Ｂ

々 笠 原 俊 彦
元警視副総監
副衛星センター長 々 猿 渡 知 之

総 務 省
OB

々 笠 原 俊 彦

元警視副総
監
副衛星セン

役 職 名

官　公　庁　剣　道　連　盟　役　員　

全日本剣道連盟会長、副会長専務理事、東京剣道連盟会長、衆参議員剣友会々長。

役 職 名

令和８年度
第3号議案


